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緒　 「1

　本邦 に お い て 、気管支喘息が最も増悪す る 季節は 秋 ，

特 に 8 月下 旬か ら 10月下 句 頃 まで で あ る ．わ れ わ れ は ，

屋 内塵 エ キ ス に ょ る 減感作療法 に よ り数 ヵ 月 に わ た つ て

喘怠発作 が ほ と ん ど 認 め られ な くな つ た
一一・

学 童 に お い

て ， 9 月初句突然 に ， きわ め て 重篤 な喘息発昨 を 土 じた

の に 遭遇 し，そ の 発作 の 原閃 に つ い て 検討 L た 結果 ，瑞

息発作 の 時 期が イ ネ の 開花 期 に
一致 して い る こ とに 気 が

付 い た ．また ， こ の 時期 に は ， イ ネ 花粉 と考 え られ る 単

孔 粒 の 増加 に
一

致 して 他 の 患 者 に お い て も喘 息発作 の 悪

化す る こ とが 少な くな い こ とを知 つ た 、

　本邦 で は 、イ ネは ，温暖 の 地 は も と よ ワ寒 冷地 に い た

る ま て ほ とん どす べ て の 地方に わ た つ て 栽培 さ れ て い

る．イ ネ の 開花期 は ， 正品積 に つ き通常 は 10日前 後で あ

る ． しか し，数種類 の 品 種 が 両 時 に 栽 培 さ れ る地 方 で

は ，その 開花期 は ，全体 と し て は 意外 に 長 く な る もの で

あ る ．す な わ ち ，最 も 長 い 場合 に は 7 月 中旬 よ う 9 月 中

旬に お よぶ こ と が あ る が ，通常 ，叡 州中央部の 乎地 で

は ， 8 月下句 か ら 9 月 上 旬 の 間 で あ る ．こ の 時期 に 空 中

に 飛散 し て い る 単孔粒 は ，イ ネ 科 に 属す る も の が 屯 で あ

り，空 ill 飛 散数 の 頂 は イ ネ の 聞花 の 最盛期 に
・・致 して い

た ．こ れ らの fネ 科 の 単孔粒 と して は ，メ ヒ シ バ ，ス ス

キ 花粉 な ど が記載
闘’一『｝

され て L
．．るt， ”，イ ネ花粉 の 記載は

な い よ うで あ る ．一方，空 気中飛 散 花鶯 の 計 数 を 行 な り

と．・イネ 花粉 ，すなわ ち ，幾瀬 の い う 3Aa 単孔粒の 形

態を 示 す花粉も，こ の 時期 に 飛散 して い る こ と がわ か つ

た ．こ の 時 期 に は ，イ ネ 以 外 の イ ネ 科 績 物 も多 数 開 花 し

て い る ナこめ に ，でネ 花粉 と イ ネ 以外 の でネ 科 花粉とは ，

大 きさ の 等 しい 揚合は 鑑璢が困難で あ る ．L か L ，こ の

時期 に お け る イ ネ の 花粉量 ， 開花状態 か ら考 え る と ， 飛

散 し て い る イ ネ 科花粉 の 大部分 は イ ネ花粉 で あ ろ うと推

定 され た ．そ して ， こ の イ ネ花粉 の 増加 に
一

致 し て 気管

攴猯息発作 の 悪化す る こ と が 少 な くな い こ と を知 つ た ．

　以 ヒの よ うな事実 か ら，わ れ わ れ は ，秋 に 好発す る気

管支鵜息 の ア レ ル ゲ ソ の 1 つ と して イ ネ 花粉を 考え ，皮

内反応 ，
Prausnitz・KUs ：net 反応，吸 入誘発試験 等の

一

連 の ア レ ル ギ ー検索を行な つ た 結果 ，イ ネ花粉が 気管支

喘息 の 1畏入 性 ア レ ル ダ ソ で あ る とい う 成績 を 得 た の で こ

こ に 報告す る ．

対 　象

　検査対象 は ，群馬大学小児科 と県 立東毛病院 の 喘息外

来お よび 入 院中 の
一

般喘息児67名 （男47名，女 20名）

と ， 対照群 と して 健康児 と考 え ら れ．る 小学生 110名 お よ

び 中学 生M 名，計 164名 く男女各84名） で あ つ た ，

　掻破反縛 は 全 翻 1こ 行な つ た が ，皮 内反応は 上 記鵯息患

児 で は ，67名申61名 （男43 名，女
’
18名） ｝こ 行な つ た ．

　 レ ア ギ ン の 証勢 こ 用 い た 患者血 清 は ，

．
般 瑞息患 児 の

うち ，イ ネ 花粉 エ キ ス の 皮 内反 応闘値 が 29，1PUN ！ml 以

上 の 者 ，6 名の 血 清 を 用 い た ．

　吸 入 誘発試験は ，一
般喘息患 充 で ， イ ネ花粉 Z キ ス の

皮 附 反応閾値が 2911
’UNfm1 以 上 の 者16名 と健康児 5 名

に つ い て 行なつ た ．こ の ユ6名 の 患兇中 12名 の r丘且清を用 い

た PK 反応 は ，い ずれ も腸性 で あ つ た ．

調 査 方 法

王）　空中飛散花 粉の 検索

a ）捌定年月 日

昭和 42年 5 月 か ら昭和 惘 年 蹲 月 ま で ，イ ネ お よ び イ ネ
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科花粉を主 とす る 空中飛散花 rv＞　q）計数を 行な つ た ．

　 b ）花粉捕集器

　DUrham の 慓準捕集器
ε）

の 寸法 に した が つ て 作成され

た 捕集器 を 用 い た ．

　 c ）設置場所

　群馬県 太 田 市 県 立 東 毛 病 院 構 内で ，高 さ 1．5m （エg67 ，

工968年） と 71n （1969年〉 の 位置 に 設置 した ．

　 d ）標本

　清拭 した ス ラ イ ドガ ラ ス の 表面 に ，うす く白色 ワ セ リ

ン を塗 り，捕集器内に 放置 し，24時間ご と に 交換 した ．

回 収 し た ス ラ イ ド は ，
Ph6bus −Blacklc）

’
氏液 の 変法液

（リ ソ ド ウ 紫 を 加 え た も の ） で 染色 した 後 ，グ リ セ リ ン

ゼ リ
ーで 封 入 し た ．

　 e ） イ ネ 花粉 の 算定

　 イ ネ 科舶物 の 花粉 は お 互 い に 類似 して お り， 大 き さ，

開花期の 等 しい もの で は それぞれ の 種 を鑑別す る こ とは

む ず か し く，イ ネ花粉 の 同定 お よ び 算 定 も形態 学的 に は

行な うこ と が で きな い ．それゆえ，今 「司は イ ネ 花粉を 含

む イ ネ科花粉 に つ い て 行 な つ た ．す なわ ち ，幾 瀬の い う

3Aa 単孔粒 に 該 当する 花 粉の 総数 を 10cm2 当た りに つ

F三g．1．Rice　 pollen （460　x ）．

い て 算定 した ，そ の 際，イ ネ の 葯か ら 直接採取 し た イ ネ

花粉標本を 用意 し て お ぎ比較検討 した （Fig・1）．

　 2）　抗原

　 a ） イ ネ花粉

　群 馬 県農事試験 場 水稲 試 験地 で 栽培 して い た イ ネ （品

種 ワ タ ラ セ ） か ら 7 月中旬に採取 し，乾燥器 内に 室温 で

保存 した ．

　 b ）抽出

　抽出液は Coca 液 を用 い た ．す な わ ち ，エ ーテ ル で 3

回脱脂後 ， イ ネ 花粉 と Coca 液 の 重 量 容積 比 1 ： 19で

5
°
C ， 48時問抽出 を行なつ た ．pH の 調整 は 行なわ な か

つ た ．抽出液 は
一20℃ の 冷凍庫 内 に 保存 した ．また ， 長

期 間保存す る 場合は ，あ らか じめ 凍結乾燥 して ア ソ ブル

に 封 じ，− 2Q℃ で 保存 した ，

　 c ）蛋 白窒素量 （PN 値 ）

　抽出液 の 蛋 自塞素量 は ， 291ftg！m1 （29，000PNU ！mI ）

で あつ た ．

　 3）
’
皮膚反 応

　 a ）掻破試験

　 5％ イ ネ花粉抽 出液 を用 い て ，前 腕屈側 の 皮膚に行な

つ た ．対照液 と し て は ，Coca 液 を 用 い た ．

　 b ）皮内反応

　 イ ネ花粉 エ キ ス の 291PUN ！m1 ， 29 ．1PUN ！ml 》 2 ．91
PUN ！皿 1，0 ．29PUN ！mI の 各濃度と対照液　（生理的食塩

水 ）の そ れ ぞれ O．02ml を，．前腕 屈側皮内 に 注射 して 行

な つ た ．

　 4）　皮膚感作抗体

　皮膚 感作抗体 の 証明 と して ，PK 反応 ，　 in　viVG 特異

的中和試験 と 皮膚固着試験 に 刑 い た 血 清は ，一
般喘息患

児 の うち ，皮 内反応閾値 が 29，1PNU ！ml 以 ヒの 患児 6 名

の 「肛清を用 い た ．

　 a ） Prausnitz−KUstner反 」己； （PK 反 応）

　被験者血清 お よ び対照 血 清の 各0，02m 】を recipient の

前腕屈側皮内 に 注射 し ， 48時間後 に ， イ ネ 花粉 エ キ ス

O．02m1 を 同部位 に 注射 した ．対照血清 として は ， 56℃，

4 時間加熱 し た 患児血清 お よ び 健康者 1血清 （2 ，910

PNU ！ml 皮内反応陰性者血清〉を用 い た ．

　 b ） ln　 viVQ 特異的中和 試験

　上 記 の PK 反応 を 行 なつ た 48時 間後 に ，イ ネ花粉 エ キ

ス を ふ た た び 1司部位 に 注射 し，反応が 陰性 とな る か 否か

を 調 べ た ．．も し，反応 が 陽性 の 場合 に は ，さ ら に 48時問

後 に 同定反応を行な い ， 中和 が 特異的 に 行なわれ た か 否

か を調 べ た ．

　 c ）皮膚固着試験

　上 記患 者血 iifO　．　02ml を recipient の 自町腕 皮内 に 注射 し

て お き ， 2 日目 ， 4 日日お よ び 6 日 目に イ ネ花粉 エ キ ス

0 ．02ml を 同部位 に 注射 し，　 PK 反応 の 有無 に よ り， レ

ア ギ ン の 皮膚 固着性を調 べ た ．

　 e ）皮膚反応 の 判定基準

　以上 に お け る 皮膚反応 の 判定は 15分後に 行 な い ， 明ら

か に 膨疹の 認 め られ る もの を もつ て 腸性 と した ．実際に

は ， 膨疹の 大 きさ は ，対照液の 2 倍以上 に な る こ とが 多
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

木 村利 定 他 2 圭一（go5）

か つ た ．

　 5）　吸 ノ丶 酷ξ発試験

　対象は ，一毅喘息患者中 よ ワ，皮内反紀、i爾値 が 291

PNU ／ml 獄 トの 著 16名 に つ い て 鴛なつ た ，こ の 藷客の う

ち ，PK 反応 を 行 ：な つ た 12名は ，同 反応鶸監 で あっ た ，

　吸 7、試験 は ，童ず 対照 液 で 行 な い ，次 い て イ ネ 花粉 抽

出液 に よ つ て 行な つ た ，対照液 」こ よ る 吸 入 試験 と し て

｛よ．　Coca液 1ml を 30分
・
ご と …二 2 回 教 メ さ せ て ，言秀発症

状 の な い ／．とを 確か め た ，イネ 花粉継出液 に よ る 鰻 入 試

験 と して は ，まず ， 皮 内 反応闘値 の IO分 の 1濃度 の 液 l

ml を吸 入 させ ．誘 発症状 が 30分 以 内 に 認 め ら れ る か 否

か を観察 した ．そ して ， 誘 発痕状 の 認 め ら 唐 な い 時は ，

さ F）に ．10台イ｛農廴・イ ネ 在蓬芳垂由LL！液を
’30分 ご と に ，　 li漢次 掣及

入 さ せ た ．吸 入器 は ，
バ ホ ネ ソ リ ン ネ ブ ラ イ ザ ーを liE

い ，酸 素 1寵出圧 3L ！min ．で ゐll圧 噴霧 し ， 5 分間 吸 入 さ

せ た ．

　吸 フ、試験 の 判定 は ，抗 原 暖 入前に 測定 した 1 秒 景 に 比

し、抗 聶；（疲 入 後 の 1 秒鼠が ll5駕以上 の 減少 を 示 tた 濫1

に ， 陽慧 と 判疋 し た ．1秒 暴 の 渕 定 に は ，米国 マ ツ ク
．

ソ ン
’
名「製 バ ィ テ

ー
ラ
ーを 用 い ，最初 の 1時 間は 5 分 ご と

に ，2 時 間 日 曇
’
）．10 ・分 ご と に ，3i導閔 臼｛ま 15分 ご とに 、4

時間 Rは 30分 ご とi・：一，5 時 間 以 降 は ｝時闘 ご 、搬 こ 7時 間

ま で 測 窺 した ．

シ
胆黄

　1冫　イ ネ花 粉 の 空 中飛 散 数

　 イ ネ 1・｝花粉 ，すな わ ち ，3Afi単孔粒に 属す る 花粉の

空 中賤散数 に は ，
i 年間に 2 つ の gi［が 認 め られ た ，第 1

の ；瞬 よ，5 月上 k］か ら 6 月中句 ま で で あ り，第 1’の 山

は ，7 ．∫ヨrFT 旬か ら 10月 ド旬で あ つ た ．後者 は ，前 者 に 比

べ て 1ζ引糊が 長 く、 か つ 111
・婦 う花粉数 が 多 く て 5［）一］fiO

ffi／10ctnz に も．達 し k ，

　．二 の 爺
』2 の 山 が 認 め られ る 時期は ， 野外観察に ょ る イ

ネ の 実際 の 閉花期 に
一

致 し て お O ，そ の 最盛期 は ，8 月

卜句 か ら 9 月 E句 に わ た つ て い た ．イ ネ の 栽培 面績は ，

i司時 躯 の 龜の イ ネ 科植物 の それ よ うは る か に 広 範 で あっ

た ．した が つ て ，第 2 の 山 を 形 成 し て い る 花粉 の 大 部分

は ， tr ）．花貌 で あ ろ うと 推定 さ れ た （Fig．2 ）．

　 2）　 イ ネ 花粉 の 空 中 飛散数 と喘息発作 との 閧 係

　無 作為 的 ｝二 抽禺 した鞴 息児61名 （皮丙反邸実 施渚 ） の

ii ，よ ウ 1967年に お け ろ腸．慰発作 の 年問記録 の 得 られ た・”

名に つ い て ．イ ネ科単孔粒 の 空 中飛散数 と嚇息発作 の 関

係 を み る と飛 散単孔粒 の 増加 に
一

致 し，イ ネ の 開花期に

喘 息 発作 の 増 悪 が み ら れ た 者 檍 ．眉児4i名中30名 （74，1

2b
’
） で あ り，増悪 の み られ な か つ た 者は 1弖名 （25．9零）

一
ぐ
’
あ つ t，二 （Fig．3 ， 4 ）、

　 3）　 皮膚 反 応

　 の 掻破反応

愚 iε薩 cg 」碍 IOc町
2 　　　　　　 　　　　　　 　　 PGiill渇 ii聡 perlσd　oデrl　．ce

紅立 一 』誣 鑞
紘 二 ＿ 」  擁

矩∴ 裾 誌簗
Flg．2．　 Atmospheric 　p・11en　 survey 　 at 彗

unm 　 prefectu・e・
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畑翫 　

息患 児 67 名 中 10 名（ 15 ％）に 陽性で あつた． 一 方，

ﾎ照の 健康 学 童 164 名においては， 全例が陰性であつた （Table 　

j． 　b ）皮内反応 　イ ネ花粉 エ キスに 対する陽性率は，患児61 名中， 2

PNu ！ ml液では59 名　（97 ％）
， 29 ．1P

！ml液で は 41 名 （67 弩），2 ． 91PNUIml 液

は ユ6 名 （ 26％ ）， 0． 29PNUfmI 液で は 10 名（

％
）が陽性であつた．一 方， 健 康 学 童 164 名に お

ては ， 各液での陽悴率が それ

れ25 名 （ 15 ％）， 4 名（ 2 瑠 ），1 名（ 0 ， 6

），0名（0％）であり，一
般喘
息
患

児と健
康
学童

との間に

明らかな相違が認められた（TabIe　2）． 　4）秋における

息 発作の増悪と皮 内反応陽性率との ． IF ’　： ？　 li 　ill 　 j5 　3？ ］b　， 1「

σ Jul 　　　 A ：匚 P ，　　seP 　　Oc 匸 　　Ncv 　

　’

ﾃ ア 　Fig ．4 ．　 Correlation 　betwee
@asthmatic 　 attack and 　 po

en 　 count 　 of 　 gramineae ． 関係

　1967 年 の喘 息 発 作 の年問記 録 の 得られた 一 L 記喘息 患｝i

41 名を， 8月 下旬 か ら 9月上旬 に 発作の増悪したもの と 増悪

ぬ ものの2 群 に わ け て，皮内 反応 閾 値が29，1PNU ！ m

ﾈ 上 の者 の 割 合 を 比 べる と ， 前 者では30 名中 23 名（76 ．

刀 j ， 後者では 11 名中8名（ 72 ．7 ％ ）で あ つた， ま

ｽ ，両群に お いて，皮 内 反応 閾 値 が 2 ．91PNU ！ m

ﾈ
上の 者 の割 合を 比 ぺ る と， 前 者 で は 30 名 中10

（ 33 ． 3 ％ ）， 後 者で

11名中 1 名（9 ． 1

）であつた ． こ れらを 通 覧 す る と，初 秋の喘息 発作の増

につい て， イネ 花 粉 は そ の 一因子として 推 定 さ

る が ， 同 時 に，こ れ以 外に も因 子

の あ る こと が 想 像 さ れ よう ． 　 5 ） 　 皮 膚 感 作 抗体

　 被 験血 清 ：イ ネ 花 粉エキス に よる 皮内反 応閾 値が 29 ．1

PNU！ml 以上である 6 名 の 患者 血 清
を
用いた ． 　a ）PK反

　 　　

　 　 　 、 　 PK反 応は， 6 名の患

血 清 に つい て は こと ご とく陽 性 で あ つた ．　しかし，減照とし た5

氏 C 　4時 間 加熱 患 者」 丘 匸 清と 健康者血 清 では い ず

も陰・
1
生で あ つ た （ Table4 ） ． 　b ） In 　
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i　　10！61　　i　　16〜61　i　　41！61　i　　59／61
i（／6．3多凄＞i（2｛｝．2f？6）1（67、2％ ）i（96・7ラ彡）

o6
× 2

19 × ユ1．
36x3 『

13x 　 8

十 　 十 1｛ealthv 　　　　l　　O1監64　i　　1μ 64　i　　4バ〔彊　　
’
　25！164

chi 土dren　　　i　（　G9彡）　i（　9．6％ ．冫1（　2．4彡∂）　（15．含彡6）

4　K ．K ．
5 × 22

× 　2 32x3 三

5　 K ．T 、
　 G7

× 3
” 11x830

× 28

6K ，M 、i

7 　0 ．H ，　 i
　　　　」

8　 M ，s ．
　　　　 i
　 　 　 　

．1

（5 組 ）−
IOXI2

15 × 1028x23．

十　十

十 　十

十 　十

3．×

ケ凵
．
XO

4一
4

7 × 425

× 3i 十 十

6x 　 3 叢 ll
＋ ＋

媛 主 ．沸i影 ＋

認   　　i．ユ聚1 ±

％ ；

曙
g隣
9・f’t7n

レ

ニnL

灘

tL ’−

r
．，；

囮 A5之hm諦 c 蕊ildl・en
ロ ｝噛 鉢γdl・i，jl

−
？n

9　 H ，N ．

髫
傷

Z
をド
巨

引

凌μ
巧

5ー一

　 　 　 　 　 　 　 づ
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＊　　Central　pale ．
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残 り 5 名 もこ とご とく陰性 となつ k ，す なわ ち ， 患者 血

清中 の 皮膚 惑作抗体 は ，イ ネ 花粉 エ キ ス に よつ て 特異的

に 中和 され る こ と が ，18名 の reclp 三ent 全 例 に 認 め 1うれ

≠こ　（Table　5 ），

　 c ） 皮膚置晴 試 験

　 重8名ぴ）　rec 重P王L・　11t 　iこ 、騫、者1血舌腎を 祉芝垂な性移 ．ノ＼ Lダ，　2 日，

41i と 6 口後 に 行 な つ た PK 反 塔 は ，い ずれ．の 揚 合 に お

い て もす べ て 陽 看生で あ つ た （T 艮ble　611．

　以上の 事実 か ら，患者 血 清中に は ，イ ネ 花粉 の 感作 に

よ る 皮膚感拌抗体 の 存在す る こ と を 知 ワ 醇た ，

　 6）　吸 入誘 発試験

　 イ ネ 花 粉抽 出 液 に よ る 皮 内 反 応 闘 値 が ， 291PNWml

以 上 の 患者L6拐1に つ い て ， 鞭 入 誘発試験 を 行な つ
．
た ，

そ の 結 果， 16例中 13画 （8196 ） に お い て 誘発
・を認 め た

（Table　 7 ，8）・一方、健康学童 5 例 に つ い て ，同 様 に

誘発試験
’
を 行 な つ た と こ ろ 全 例 が 陰性 で あ つ た ．

　 こ の 吸 入 試験湯性時・の 抗原濃度 は ，O ．29PNUlml か ら

291PNUIm 堊 ま で の 問 に あ つ た ． また ，皮内反応閾値

…ま，　0，29PNU ノ自ユ1カミら 29、1PNUIrn ｝で あ つ 素二．　fi「亘者を 上ヒ

較す る と．吸 入 試験陽性時 の 抗原濃衰 1ま ， 13例中 12例 ｝と

お
1．・て は ，皮 i秘文応闘緯濃度以上で あ つ た （Fig・5 ）．

　 吸入 試験 に よ る喘息 発1
’
Fの 発翫 や 1 秒肺活 量の 15霧以

上 の 減 少 に は ，次 の 2 型が観察 され た ．

　 a ） 》期！ズ塚 （early 　rcactien ） ： 抗原吸 入 直後 か ら，

お お よそ 30分以内 に 生 じ る もの で あつ て ，一
般的 に は ，

短時 間 で i司復す る もの を 早期反応 と した ．

　 1｝ ） 晩期夂応 σate 　 reacti 。 n ） ： 抗 原 吸 人 後 ， お お よ

そ 2 鋳間頃 か ら 生 じる も の で ， 
1．期反応 が ．一

過性 に 同 復

し た 後 に 発 し，誘発症 状 は ，早 期 反 応 よ り長 時 間 持絨 す

）1） もの を 琶免其弩反応 と した （F三9．6 ）．

　￥期反応 は ，1δ例 3担 2舗 （75傷
F
） に 三慧め ら れ た ．・二 の

早期反応 の 出現を時 昆雛勺に 観察 す る と ， 吸 入 開始直後 か

ら 10 分以内に 認め られ．た 症倒 は 工2例中 11｛ケii（91 ．6％） で

あ り，30分 以．．L経 つ て 認 め られ た 症 例 は 正伊g（ 8、4％ ）

で あ つ た ，晩期反応 は 工6例中 11例 （6S．7％） に 認 め ら れ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  ofAllergology

24-(908) ,l  ･ )"i, f..,/ 
"'
 
'tt

 34 pk  S  o  7  ;･' ,i- ,r".. ÷ /t
  *1 2: tv. 

.fivW
 i･l- i･: ee 'e" 1,yx. }.F VI,/,

'l'able
 3'

    Threshold  of  

'

 intracutaneous  reactlon･
               /
. - PNU/i}1

 
･.

Aggrai.ntic)n
of  attack

//'lt':i
(. +)  7

(-) 3
    lt

Rc-latiu],tilbtip between Autun)nal Aggravation and  thc  Threshold

vf  IntrficuLaneuus Ro"ction "'ith  Rlce  Rollen  Extract

 2･ r.,1

 L,9. 1. , Z91  
･
 O. 29

                 
･

1                            1
       '  t tt ttt tt t t ttt tt            t ttt tt tt tttt tttt ttt t                              .....t.....t....t.t-..
                 1 1

(23.tl'?,i).13t/43,3e.) 1･ 
6(i-O.t･o)

 
'4(1?r,3?-b)

       l... I...". 
i.C

 
,(31z-.3ii.)

 ...
       / 1 1

:[27･ .4cte) l 7(63,6k･)  1 1(9:-Tb)  l e (. 09-j)
       t t /       t t /       / / t

/i'Total

iliiI---iil1
30 cases

 ,.( 1OCi 95 )

11 C IO0 96 )

Table 4 PK'

1lt

1li

Iil

li/]l]l/i.

1'est with1{ice  1]o}ten }i:'.x{ract

Asthrnatic
 patientl･Recipienti

 Rice Ix)llen
1 extract

  ?NUIml

M.S

   l
   i
   It
   l
   i-l

   i
   i
   i
   i

A

B

ci

/

/29.1

Pati'e'lt,t'"s'
 serll!'n

 fi×  7･ I
'27'l':iv/3o

 

'

 IUI-/ 731

 x  r,o
       1

12.x8  1
       /
3'17× 26 i

       1

    TransferrEd seruni

I'{'ElaVLhEl'ill' S'6''e' NorthEi'"'
  for tl hrs, ･ serum

bei"6id. of

 serum

ox2
×

O Jv[2-

×

Oxo)./

//

c,, 
12-

 le21

   1e/cl'

K.  $.

iiii1

/

D

11

F li/

2910

ii:

li

8x  S20,

 ×
･
 2.Ct7･

×  5-33xISU6

×  fi1/
 c･ IL-. ib-

5 × 51,Ox
 7)/.<

 )3{I
 

'>(
 L'7･ 

-

Sx  520
 x  17･

 l o>c/ e
 1 7S/ 

'S'

 1

     ox  e
     7rk 

'7'

 1
     Ox  cl]

     3 × 3

     ox  o
     O]-1 O'

     OX. Cl

     o y. o

     ox  e
     ox  o
-. .t. ...
 1
 i oxo
 l ]4 x13'

 
1
 oxe

    
'1'I'x

 ll 
'

 '

   ox  n

   3 × 3

   ox  o
   3x  2'

   ox  o
   ox  o

   ox  o
   

'5
 x' 6

   ox  o
･
 5x5
',

 c:xo
11
 5 × 5
/

   ox･ o
   5y. 5

  ..ox  o
   ox  o

   ox  o
   Ok  o

I ..gx.a.
1 oxo
i
   o.v. o
   2'k 2
il

 ---Oi.l-[ P,-, -tt Lt'
     t ttt ttttt tttt t
i o>t. o
1-
   7v  

'P
1 Lttt"

l oxo
i I'o"-1--)
   ox  o/t
   Dw  O

1 
bVt

 
in

H.N.

N,  

'1',

i

///

l

G

H

I

J

K

ili;i/{iiii1

291

291ii

12× 11',;･
 2 x  501[)

 >./ 1e37
× 39

i

//:

ex  oex
 1'

7x  7].Ox10

j/'1Iii'

oxoxoxLr,

×

oxf.t
 x

oxrlxox3

×

oooo'

oo

o,zo3

T.'l'./

/

K,A.i1/l1ii

L

M

N

(-)

P

Q

}<

2.9.1

i

i '

ii1/
2Q.1j1l･1l/

12x1248
 x47'

 1.0 y, IC･3L)
× 3!- 1

 sx  g'Z9
× 32'

       1
 9× 8
       i
40xtlO 1

       :

 7x  826
 l=/ 32･

 b).x/ t.j /
-1'67.･

 1'4"

 4 × 410
×

''9''
 1

 ox  o
 2 × 2. 

'

 ax  D'
 Lt'X''2'

...O X･ l)

 3 × 3

 ox  o-3-x-:･-

       /
.oxo  i
 o"e'  i
       i
 exo  i

       1
 oxi  ･

 ex  o
 oxe  1
       l

 ex  o"Sk's

 ox  o
       l
 3>t' 3' :

       1
 ox  o
 3 × 3 ,
       I
 exo  :
t... /
 3M'3  1

 ox. o
 OxO  I
 o>: o

 3x  dj 
--

 Oy. o i
       '

 
oxO

 I

ox  o2'

×

"2'

ox  oox
 oox

 oox
 o'

ex  o2
× 2.'

ox  oo
 .× 

'o
 

'

o/-: oox･
 c}ox
 fi.ox
 o



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

木村訴ij定 イ皀 25 −（90Y ）

Ta ｝〕le　5　　NfflコtraIization 　
’
11es亡　vf 　Rcagi ヨコ　“

一
…th

　　 　 　 R三CE・Pollen　 ENtraCt　 ill　 vivo

　　　　　　　　i　 　 　 iC 螂 umpti ・ nte ：t

Asthmatic　i
pa しlen 已

　M ．s ．　 1

K ．s ．

Reci−

P 且巳 nt

Table　 6　Perslstence　 uf 　Rcagi皿 to　Ricc　PoHen

　　 Extract　 at 　thc　9．　ites　of 　 Skin　injection

A ，lh 翩 i、 IR ， c 卜 i　　　　　 P　　　　　　　　　　　　　F

1

PK 　 test

A

B 　 i

u

D 　 　…一
　 　 　 … LOX20

　 　 　 …　 7Xb
E
　…tt・．3・ 30

　　　…　 6x　 6
F
　 　 　 l　 工o × Kl

PK 　te5t　 　 lst
　　　　　…　 （

．
after

　　　　　… 2days ）

9 × 7io × fi
2帳 訂 i』．− 2x2

．『

10x 　 7 　 ； 　 9 × 10
3ユ；k3

’
O　　i　22 ＞〈20

　　　　　i （26＞く25）

IL？× 　8　i　　7 × 13
32tt76n　i　］5 × 19

　　　　　i（22 × 25）

8 × 8i 　 6 × 6

　 2nd
（aftcr4days

）

pa 巨 巳 nt 　 i　 1，ient　　iAfler 　　　　 Aft彎 r

2days 　 4days

oX 　 o10

× 75

× 5

After6davs
　　’

（［× 1：：

／5 × ユ56x

　 517x103

× 39
× 9

2 ）く 2

「曽
つ一

x…
×

∩ロ｝
ワ目

4×474PD42

　

XXXV

（．
X

卩
’

4［F
コ

塁

O（瞬

　 　 　 　 H
　 　 　 　 ：

　　 　 　 l　 G　　　　剛

H ・　N ・ iH
　　　　ロ
　 　 　 　 　

　　 　 　 i　 ユ
　 　 　 　 ｝　　　　．

…　
：

i30x27
：　 5× 5．
　
．
20 × 17

’

7 × 930

× 478

× 538
髭⊂437

× 930
網 3

…
。 l

l
… Q

iR
i．．
iAii
　 Biie

7x 　 8 7 × 81

K 、A ，

26 × 32　　　　26 × 32
5 × 5 　 　 5 × 5

三6x14
．
　　16

．
ズユ4

．．

4 × 4　 　 4x 　 4

ユo × 9

9 × 7

G
5× 51b−
R
−．．
75

× 5

o × ｛｝

6 ＞（ 5c

× tl）

M ，S ，

27x301

．o ン（ 7−．
31
．一
烹30

−

12 × 8．
32ヌ 95

．

lOX 　 9

　 　 　 　 　 　10 × 9

　　　　　
．
蒲 x53

　 　　 　　 　10× IO

H ．N ．

N ，T ．

36 × 5312

× 10
H

1

30x27 　　　　　2ン（　2

5 × 5　 　 D × 0

20× 17　　；　
−
3ヌ

．
3　
．

32 × 45

D

J 一12刈墜」 　Ox−q− i
45k50 　　　　6 ×　6　　…

12× 1U　　　 臼× 　G 　…

37x39 　　　　0x 　O

ユ2× 12　　　 0 × 　O
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
48×47　　　　6×　6　　i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「
1｛〕× 10　　　　0 × 　0　 …．
32
．
X32 　　 0X 〔〕　1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 8 × 8 　 　 ・3 ＞（ O　 i
29 ・ 32 　 2x2i

9 × 8 　 。×   i
40 × 4  　　　6 × 　6 　i

　　　　　　　　　　　E

K ．S ， E

F

L

8 × 8
　

．
20 × 20

巨 ・ 5
i33 × 3ti

．

i　 6× 6
1 − 　．．　 　 ．−
i　 lo × 10
．L −一．』

5 × 510x
　 84

× 618
氏
．
2 

．

7 × 6
　 ⊥Ox 　 9
1

N ，T ，

1

T ．T ．

M

N

K

12xlL45x50

圭2× ユ1〕

37x39

ユ．3 × 1258
× 54

L

0

12 × ｝2 11x10

M

皇8 × 4710

× 1D．．
32× 32

　 8 × 8．
29k32

　 9× 8

41 × 4218

　xl ．5

K ．A ．

P

Q

　 7 × 8．
26x32

　 5 ×　．i

o ・ oi
2x 　 2 　｝

塾 一．o．i
16 × 14 　 2 × 2

4 × 4　 　 0× 0
］Clx 　9 　 　 　2x 　2

T ．T ．

0 4｛〕× 4．

35× 35
．『

9 × 935
× 4211

× 937
× 40

R

た ． 二 の 晩期反応 の 出現 を 時間的 に 観察す る と ，抗腺

1疲 入 り月を台後 2 時・楢拡・・ Eう 3 時・間の 「昔1に 誘 発 さ 才Lた 症：汐i；｛よ 5

例 （45，尋％） で あ り，3 時間か ら 4 時間 の 症例 は な く，

4 時間 か ら 5 時間 ，5 時間 か ら 6 時間，6時間 か ら 7 時

間 ま で の ｛懸 まそ れ ぞれ 2 例 （上8．2％ ） つ つ で あ つ た ．す

な わ ち 、発症時
．
間 で は ，．

甲
．期反応 は ｝0分以 内尋こ 約｛〕％ の

、患者に 発 し ，廼免期反 応 で は 特 ｝こ 好発時 間が誌1め ら れ な ヵ ・

つ た ．
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u

3

｝二つ

は あ る まい か と 考 え た ．

　花粉症 や 花粉喉｝息の 報告 と して 本邦 で ；t， ス ギ 花粉，

牧 草花 翰（カ モ ガ ヤ ，オ Fr ア ワ ガ エ リ），［
’i モ ギ 花粉 ，カ

ナ ム グ ラ 花粉 ，
コ ナ ラ 花粉

電即 1一慟
な ど が あ る が ， イ ネ

花粉 i二 よ る もの の 報 借 は 見 あ た ら な い ．外 国 で は ，花 粉

症 の ア レ ’レ ゲ ン と して
・Sangiorgi‘， が イ ネ 花粉．名を もあ

げ て い る が ．喘烏 の ア レ ん ゲ ン と し て は ，ま だ 報告 され

て い な い よ うで あ る ．

　2， 花粉喘息 の 惹起 ア L・，・t・ゲ ン と して の 花粉 の 矧

　ThommeniS 】
は ha＞

’fever を 生．じる た め の 花 粉 の 条件

と して 、bi：の 5 項 目 を あ 1ヂた ．

Proyocation　　…

　　　 test
　　　　　　　　　　　　　　　o，29Con

（：entration 　PNU ／ml

i　 2．91

i2
i　　 o

29．17

Pes上ti、 e　case

Negative　case

6

o

1　 5

i　　o

…
Ii

考　案

　 1 ．イ ネ 花粉 の 空 中 飛 散

　1）　花粉喘息の 惹起 ア レ
『
ん デ ン と して の イ 峯 花粉

い て の 記載

　本研究 は ，一
症 例 の 喘息発作 の 検討か ら始 まつ た ．す

な わ ち ，家塵 エ キ ス で 減感作 し 数 二々 月間発作を 虫 な か つ

た 愚児が ，昭 和 42年 8 月29 日 よ り急に 発 俸が 生 U ， 9 月

2 日に は 呼吸 停IL に い た つ た と い う重篤発 作 に 遭遇 L

た ．発作時 が ，た また ま，イ ネ の 開花期 で あ る こ ．とに 気

付き，患児の 重篤発作 は ，
・イネ花粉 の 暇入 で 生 じた の て

　 1，　　The 　PGUen 　ロ lust 　ce ヒユtain 　a 　speci 且 c 　excitant 　of

hav　fever．

　2， Th 巳 P。llpn　 mllst 　be　 anemoph 三1。 us 、。 r 橿 nd 一  rn 巳．

　3．　The 　pQ】監en 　 m 巳 5t　be　pr〔｝duc 已d　itl　sulficient 正y 韮arge

quantities ．

　，t，　The 　psilen　mu5t 　bで　surnciently 　buoyant 【o　be

carr ［ed 　considerable 　distances．

　 5． The 　 plant　 pr。duclng　 the　 pellen　 lnust 　 be　 wldely

N 工工
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atId 　abuiidantly 　distributed、

　 イ ネ ：r目 もこ れ ら 5 項 i．1を滴 r二す ならば ， 花扮 　に お

け る と 同 払 に ，気 管 支喘 息 の 吸 入 抗 原 と な り得 る ，イ ネ

花扮 に ッ い て ttこ の 5 項 薩を換 ・1し て み る と ，2），3），

5）損 は 萄足 され て い る ヂ　1），4）項 に つ い て は ，
’k
’
t．．u．L

明 辷 れ て い な い ．よ つ て ， まず 9＞の 頂 日に つ い て 榛討

す ろ ．

　 3）　空 甲 聴散 花 粉 と し て の イ ィ 花粉

　 4．　　The　PQIIen 　rnust 　be　sufficien 口γ　buo＞
・ant 　しo 　be

carr 　 d　 considerable 　 distances．

　上 記 の Th 。mmpn の 述 べ た 第 4 項 に 開して ，・｛＜邦 で の

空中飛散 1宅粉 の 報告 に は
ヒニ
ー’： ’5】 ’7

コ，特 に ， イ ネ 化粉 が 空

中 に 飛赦 して い J と い う報
iat

． ない ，イ ネ 科単孔事に つ

い て は ，そ の 飛散期 は ，春秋の 二 峰力 恥 め られ て い る ．

そ して ，秋 の 第 二 蜂 の 構成 花 粉 の ⊥ な も の と して ，k，メ

ヒ シ バ ，オ ヒ シ バ ，ス ス キ ， ア キ ノ エノ　 ロ ．ノサ ， ト ダ

シ ．バ な ビが あ 1抽 う才 て い る．わ れ わ れ も，1967．1 か ら ユ9

69年 まで 3 年閃 ，

’
と して イ ネ科単孔投 に つ い て 量 中飛

散仁粉の 調 沓 を 行 な つ た ．aj孔p ；．の 飛 故期 に つ い て は ，

わ れ わ 才 の 戌績 も南レ♂iの 放 唄 とほ ぼ 一一
致 して い た ．しか

し ， わ れ わ れ は 後述す J い くつ か の 籔点 か ら 8 月下旬 よ

り 9 月初匂の 単孔粒 の 大 譌分 は ，イ ネ イ粉 で あ る と考 え

た ．

　 4）　 イ ネ花 初 と 他 の イ ネ 看単孔粒と の 鑑 芻

　 イ 宇花 rn と鑑尉 を 要す る 花 ； と して は ，歸侘期 お よ び

大き さの 異 な 7 ア キ ノ ユ．ノ ＝ t グ サ ．と ト ダ シ ベ 花 粉 を 除

外すれ ば， s ヒ シ バ ，オ ヒ シ バ ，ス ス キ 在 著＿が 丙匙 とな

る （Tabl ¢ 9 ）．二 ．il．ら も検鋭上で は 型，大 き さに ．多少 の

圭 まあ る が 明確な浦定 は 『難 と考え られ た ．そ れ ゆ え ，

イ ネ花粉 の 鑑 ．ノ」は ，イ ネ 花粉 の 飛散事実 ， 開花期 ， 栽培

rAiffiと 彳瓣 丁 ・・ら行 な い ，い ず れ k
”
s 月 ド旬 よ ワ 9 月 上

旬 の 飛 散花 覬 の 主な もの で ちる か を 検討 し た 「

　 ま ず ，第 1 点 と して ，イ ネ 花粉か 窒 中 に 飛散す る こ と

に つ い て 換 す る ．イ ネ花粉 の 大 き さ は ，幾瀬に よれ ば

43 −・45．5x43 −47 μ で あ り，す で 叮こ ，
‘
P飛散 の ／k ＞才1て

い る メ ヒ シ バ ， ス ス ‘t 花頻 の 35一心 μ よ りわ ず か に 大 き

い ．それ 》え ．イ ネ广 粉う 飛散 し黙 い 二 と も
一1亡は 考 し

ら れ る 示 ， こ の 大 きさの イ ネ 科花粉 の 飛散 を 裏 付C十 る

もの と して は ， 5 月 上匐 か ら 中旬に 小 堤花毛．と，こ掴 れ 0

60 μ 什の イ ネ 科中ヂ軟が 多厳飛 く して い る こ と を観察 し

て い る ，ま た ，7 月に は ，小数 で あ る が 80 一
工oe μ 近 い

　ト ウモ ロ コ シ
’
花 勧 と思 わ れ る イ ネ 科 二；：孔粒 さ え見 い 出さ

れ た ．こ の よ うに ，613μ 代 の イ ネ 科 単 孔粒 で さ え 多数飛

n （す る 事 嵳 と，ほ ぼ た き さ の ．享 しい メ ヒ γ バ ，ス ス キ の

臻散 して い る 事実 とか ら，イネ 花指 が 多数飛散 し得 る こ

と は 容 易 に 考え ら れ た ．

　第 2 匡と して ，歸花期 に つ い て 検討すれ ぐゴ，ス ス キ の

門 花期 は ，9 月中旬よ り下 旬とイ ネ i．1 単孔粒の 飛散第 2

峰 の 後 半部 と は 重な るが ，8 月下旬か ら 9 月 卜 1の イ ネ

季≡
1

単孔絃 の 飛散花粉数 の 増加とは
一
致 せ ず，第 二 峰初期

の 花 粒 放 の 増加 を 説 明 しt＃　；s い ．そ ξ互や え ，ス ス キ 花 粉

は ，　”
h
二 峰形成 の 主な 飛散花 粉 か ら 除外 し得 た ．　しか

し，イ ネ ，メ ヒ シ バ ，オ ヒ シ バ の 門 花期 は ，8 月下旬 よ

り 9 月上 旬に あ る の で ，用花期の み で は ，
い ず れ が第二

蛯 の rな飛散花粉 で あ る か は 決め 得 なか つ た、

　 さ ら に ，第 3 点 と して ，花 1 世呈 を 茎 1本当た り と総栽．

培 ．1≒i積 一当た り己 つ い て 比 較挨討 した 、イ 不 の 花粉量 は ，

茎 1 ＃ 1た 1｝に つ い て み て も メ ヒ シ バ ，z ヒ シ バ ，ス ス

キ の い ず b よ り も多い ，また ，栽   面 積 は ，調 査地 周辺

に は ，メ ヒ シ バ ，：1一ヒ シ バ な ど の 野原，繁戊地 は な く，

ス ス キ の 年 茗もな く，と もに わ ずか に 散 1「−
L

る に す ざ な

い ．

　 しか るに イ ＊の 栽｝ tL積は ，1．1す．：・L の イ ネ稗植物 の 占

め る ｛i稜 よ り もは る か に 広 い ，す な わ ち ， イ ネ 花粉 の

繕対 量 は ，茎 i本 に つ い て も ， 総栽・p’面積 か らも メ ヒ シ

バ ，オ ヒ シ バ ，ス ス キ の 花物 鼠 よ りは る か に 多い ．牲中

飛 散量 も上 述 の 第 1 点 と 考え 合 わ せ れ は ，イ ネ 花粉 の 飛

故 里 は ，メ ヒ シ バ ，オ ヒ シ バ ，ス ス 彳 花粉な どの 空中飛

融 頃．を は る か に 上 回 t’，講 脅 地月辺 ｝．一お い て は ，8 月 ド

旬 よ り 9 匚
！上 旬 の 空中飛散 イ ネ 科単孔粒 の 大部分を 占め

て い る 二 と は 淳易に 考え られ た ．

　 以 k．LD 事．えか ら，イ ネ の i卦1花期 は ，地 方に よ つ て 多少

の ；嘱 あ る が ，

ノ

ネが 広範 丿月に 栽培 され ， か つ
，

メ ヒ シ

バ ，ス 7・キ な ご の 集落の 少な い 地 ゐ，こ あ つ て は ，イ ネ の

軍 花 駕1に お   る 飛 散 イ ネ 科 単 孑L粒 の メ羅分 は ， メ ヒ シ

バ ，オ ヒ シ バ ，ス ス キ 花 扮 で は な く，イ ネ花粉 で あ る こ

とガ 考
’
え ら才した ．

　 ll，ギ ネ 化粉 の 喉息之走．ア レ ノLヴ ン
’

　 次 に ，Thommen が あげ た 第 1 項，す な わ ち ，

　 1，
’
lhe　 pellen　 must 　 c ・ nta ｛n 　 a 釈 ci 昼c 　 excita ” t　 ef

hav 　fe、per ，

　 ・二 の 第 1 項寺こ 聞 し ， 花粉喘 息 の 惹 起 ア レ ル ゲ ン と し て

の イ ネ 花粉 に つ い て ；及 し ょ う．

　 由 韭の よ うに ，イ ネ花 t
’
1　i−llつ い て は 単 に ，花粉 症 の 惹

．L ア レ ル ゲ ア と して の み
・
悠記載 され て い る が ，そ の 詳

細 に つ い て の 報
．
は 求 め 得 な か つ た ．こ と に ，喘 息 の 惹
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卜児 気 管 ．攴嘴 息 の ア L・！し．ゲ ソ ご〉断 と辱寺異 療 iti’TL 関 す ：， 碍究
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七

　」；T−

丁己b：d 宅
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雪

−
＝°．
圏闇

幾 瀬 ：≡≡拳．磧 掬の 禧 携f．

起 ア レ ！： ノ ン と し
．
て の 亅1蒔 迄．は 見当 六ゴモ冫ぬ よ う で 、

．
ちそ、．よ．

つ て ，次 iこ ，以．巳の 成敏に 妻 づ き ， 喘恋、の ．」：・起：ズ レ
．．
ん ．ジ

ン
．
と L て の イ ネ．花勤｝こ つ い て ，空中飛散花絵数 と喘息矩

窪の 1潺係 ．皮膚 反 応 ，PK 梗 IGお よ び 吸 入誘 発試験．の 諸

点 に つ き：考案 しよ f｝ ．

　 1）　 イ ネ花粉 の 丿憲散期 とlf71
レ ぎ、−iif’Fと の 劃 孫

　 無作為的 に 拙 出 し 〜ご 謄息悲兇 61名 ll．］
， 発俘 の 牢問記隷

の 得ら勲 た 41名 に つ ：．・て ，イ ネ科学孔粒 の 杢 中飛散数 の

増 綴 と喘息 ：発1乍．つ 1弼併iを み る と 飛 散．翆イ1、粒 の 増 斜 に
．一

致

し，イ ネ の 描 配賦 こ 叮
1

崇 L、発作 の 増，
：tlが

．
長 ら学

．
た 苦は ，淒．

児 屯 名中 3⊂｝名 （74．1％） で あ り，増 悪 の み られ な か つ た

占 は ユ三名 （25 ．9霧） であつ た （1’lg．3 州 ）、こ の 事実

は ，イ ネ 花粉 が 喘．慧発 f
’
Fの 惹起

フ
レ
．．’V ゲ ン と して 作 丿ilし．

て い る こ と を 示 して い る と思 わ れ た ．

　 2）　．受埴才綻 ムと：

　 a ） 早
’
息． ．、妃 と健．康学章 との 上ヒ較

　掻最反応 の 揚鍵率 は，恵 児67名巾 10名 （15宥 ） カ〜陽親

て
．
あ つ た の に 比・．．く，対照 と した 邃 康学童 正64名 で は 全 鶴

が 陰性 で あ り，　ll｝」者の 司に は 閉 ら治・な 紺1：皇が み られ
．
た

〔Tab 】〔！ 1）．

　 1三（…丿嘆反 応 の i短オ哲 率 ｛
．
ま，　喘 ．

’
：轡売 6i名 で ほ ，　・イ ネ 花わ

エ ・iLス 　21き至PNU ！ml ，　［
，9 ，IPNV

’
i
’
ml ，　2．91P｝痔U〜ml ，　 L）．ヨ9

PNU ／ml に 対
．
し て ，そ れ ぞ れ．97．霧，67．写，26．％，16．％ 二

霧ポi．1を 示 し た が
， 健．康学 止 二で

．
；重．iう露，2te”

’
、　  ．ε庵

』
，0

驚 で あ り，両者 の 間 ｝
．
二 は 劉 らか な 差異 が み ら、1け こ（Tabte

2 ），こ の よ
’
）に 囃

．
息患児1嵩 鍵康学 i”．1こ 比 し，綴．破 反

応 と 突内反iじ：の い ずれ iこ 才ごい て も過澤1で あつ て 、イ ネ 孑E

粉 ；こ よ つ て 強 い 感臼三を 麦 ：ナて い る こ と が 認 め られ
．
た ．

　 b ） イ ネ．〜じ粉と f也の イ．喜 ：科〜と粉 と’i［〕皮内反瑳1：・D ）匕較

　 君象の 気嘗
；
支喘息懇 者 6L名の うち 22−52名 の ．t児 i．こつ

い て ，イ ネ 花粉 に ．対 す る 1．ヒドゴ反応 を 他の イ ネ幵 花
．
粉お よ

ひ：ブ タ ．ソ サ ，　．x ギ 花 粉 の 皮内反応成績 と比較 す れ ば，

工 ： 1，000液 を 1．臥 ・た 成績 でV．，そ の 陽性率 は イ ネ花勅

6996，小麦粉3さ器 ，カ モ カ
’．．
ヤ 花粉20駕

「
、 オ オ ア ワ カ

’．
エ リ

花松 i9彡6
．
，ス ス キ 花矜2G弩

．
， ｝・ウ モ 1コ＝・シ 花務 4 ％ ，ブ

タ ク サ 花彎 2196，ス ギ 花授18駕 で あ つ た ．す なわ ち ， 陽
．

鶸率 は イ ネ 花粉 に 最も高 く，次 い で 小．麦．粉 で あ り，カ モ

ガ ヤ ，ニイ
．．
オ ア ワ ガ エ リ，ス ス キ な ど の イ ネ 科花粉 と ブ タ

ク 十 や ス ギ 花物 は，や や 抵 い 傾 1「1］が 認 ど）られ
．
た ．

　皮 内 反 応 の 陽 性 ＄は ，吸 入 ア レ ル ゲ ソ に お い て は ，怒

窪 の 程変を示 す と疹え られ る が ，こ れ を 左君す る 因
．
子と

し て は ，そ の 花粉 の 抗 1豪｛i
’
kの 飽 ｛．二 ，花粉 の 飛散量 と飛散

期間が 考慮 され よ う．い ずれ に せ よ，こ れ．ら の 喘息懲児

に 、∫い て ，数種 の イ ネ 科花粉 や ブ タ ク サ ，ス ギ 花粉 の 中

で ．イネ 花老｝，に 対 す る傷｝性 率 が 明 ら か に 高 か つ た 成績 は 翼

昏こあ る と恩 わ れ．た ．

　 3）　 イ ネ 花歎．こ 対 す る レ
．
ア ギ ン

　 ．で．ネ 花粉 に ．蟋
．
す る レ ア ギ γ の 存マE｝ま，皮内反 応 の 成績

か ら もは 俵 推 定 され．る が ，こ れ を よ り確突 に 証明ず る に

は ，PK ∫Z応に よ らね ；まな ら・な い ．よつ て ，皮内．反応 e澗

値が 29，1PNU 〜ml 　L乳上 の 6 名の 忌者 孟1庸1こ つ い て ，　 PK

反 ；・1，，　 i，， 、小 o 特 翼的 ・中 和 試 験 と 皮．膚固着該 験 を 行 なつ

た ．そ の 結．．果，PK 反応 ，　 in　 vivo 特異的中和試験 は 全

例に ．お い て 罵噛を．ポ し，皮膚 固 着性 も 2 ，4 お よ び 6H
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門 の 検 古 こ お い ：：臼 ‘こ i 明 さ
層’

こ （Table ・1 ・5 ・6 ）・

こ れ ら の 戒績 よ ， イ ネ 花で．に 村
．
す る レ ア 9 ン の 存 在 と示

し て お り ． イ ネ   粉に 亢凍性 の ち る こ とを 小 して い る 、

　 4〕　吸入話丿ヂ 式験

　吸 入誇 光ノ
『
強 号劃 皮 内反 ；L 刃伍か 29 三PNU ／ml 　l’：．上 の

隔 炉己児 lt；名中 13名ガ 陽 性 を 示 し， ノ ー認 膨 ｝・
←

  攴1：，．t、

息taご．tti．fiL’タる こ と力二｛上トト
ー
：：さ．itた 　　（Tabk 聖　7 ，8 ）・

　 長だ ， K 入試讐腸 1 殉と
1− VI こ お 1ナ る 皮内反三し 蝦∴

と の 開 課をみ J と ， 吸 入 i，Pk
っ桂 者に お い て 1ま，波 ド

’
気

応
7
）閾ll≠

’
凍 す べ て 29 ．三恥 柑 ノml 以上 で あ つ た か ，陰性者

で は そ
・
｝］）：

i
ドで あっ

亭
二 （Tablc　 7，8 ＞．こ の 戊 “か ら，

度酔反1．．の 躑輩　129 ．1PNUlmi 　lソ，ヒで あ vS
．tt−．・こ は ．一

応 ， f ネ 花粉 r
』冒こ 乳 定 し て 大匙 ぽ い と 応 わ ： た ．

　以上 の 汲入誘発試験 ，
レ ア ギ ン の 　1

”
，皮 膚1く 亀；お よ

O 円 乏、戎 職 か ら，イ 剃 ｝L丿う・抗 ；｛
．
騰を 有す る こ とが 彦壌 ・

か it二，よつ た と思才
髄

ろ．ゆ え に
， イ 1 僚 ，1は Thc 帰 men

が指網 L 赴 条件を 二 と ご と く溝 た して い tL とい え よ う ・

　 イ ネは ，各地 に お い て 広 軋 」 に 栽培
．され て 睾 毛； ，そ の

花 、．∫の 飛 散 漏 は ， 特 城な地 哲 を 除 い て ・メ ヒ シ 　 ・
ス ス

キ な どの 獄 の イ ネ 彳目，＿物 1．比 し比 常 に 争い と思諸
．iL　t：5、

それ ゆ え ，靭 歓 の イ ネ 1＿粉 の 飛改ゐ 1に 致 し．て 醗 ．態 発
”

の 増悪す ろ 気管支喘 C こ あつ て は ，イ ネ 花粉 は 較 人 教 ；（

の 1 つ と し て 必 ず検 査 さ．1・t　・；．1 べ ξ ア レ ル ゲ ン で あ る と 思

オつ ＃ L　rt ．

r．． 括

わ れ わ れ は 、庵 内塵 エ キ ．ス に よ る 滅感魯 寮払 ，乙 よ L；・，

数 ヵ 月 il月に わ た つ て 蛸 息発 rが ほ とん と認 め ら2tな くな

つ た ら 韮 ヒ
こ
」’

い て ， 8 刀丁 勺か ら 9 【1
初 匐二 ，穿熊 ，：一

わ め て 重 袴 な 喘 息発作を生 じた の に 遭 1選 し，そ の 払 因に

つ い て 検討 した 罫
⊥

秉 ，喘 愚発 i” の 時 謂が イ ネ の 蜘 花 ，隙 こ

一致 し て い る こ とに 気 が つ い た ．こ の こ と か ら ，イ ．ネ 花

脳 篇 息 発件の ア レ
．・レ 厂 ン ‘ して 励 い て い る 可 能 エ を鑑

定 し て ¶究 し款 の 成魂を 1寸 〆こ ，

　1＞　イ ネ花扮 の i
引．
中霓ミ散数

　 イ ィ 花粉と考 え られ る イ 哲
驢
［i瞬 L紅 の 空中楚 散 i，；t・｝1，

．
r
’
査ユミ竺

髪『 三⊇Ilz象；L 、て：iよ 8 懸 卜
’f「丿め、ら 9 月 卜： rgi ニ オっ た つ

て 増 ∬凵し・て お り．そ の 銀 は 51：ト m6 魅∫緯 c 【11
”

に ゴ よ ん

だ ，

　 2）　 イ ネ 花rsの 飛 散数と喘 亡矧
’
｝≡との 颶係

　 魚作
’「
、諺由出 した 喘 息患児 61名 の うち，喘 身発作の ←

」！、、農 1 の ヂ ら れ た 息 当
i
己‘三名 に お い て o し名は ，拒政の 稀息発

げ の 雪化馬期、 で ネ花粉と推
’
Lt れ ．る イ．卒手

：

拍 孔 拉 の ii

加 浦 に tS ば 致 して い た が ，残 弓　11名に お い て は
一

」．K

し て い な か つ た ．

　 3）　）膚反応

　掻 段 Lし は ，隔 息 購 巳67マ〜中 1u芒 （15箔） に 陽性 て
一

丿

／
）’二 ．　　

・
丿ゴ，　，よ重照 び）健珪／／

．
了 一互　164 二銘iこ お 、 ・一｛Cよ，　全 tノコ

：
i’

： 　 ｛〈．・　 ＝b−e　 、の ．ノ、．＿．

　 皮匹工く憩 の 猟性 1 よ一 喘 ．∬コ蹴 6正名iこお い て ，イ ネ tL

粉 エ キ ス 291PNU 〜ml ，　L9 ．工PNU ！rnl ， 2、91PNUITnl ，　o ．29

P 鰻Ulml 漁 に つ い て ，そ れ ぞ．krog名　（97，者），・11名 （67

餐），16名（26繆〉，lo名（エ6 ％） で あつ た ．一
方 ，対 焦、の

輜 了 丁．16路 で は ，25 名 G5繆），4 名 （2 ヲ6）， 1名

（0．6．。 1，
0 名 （0

「！
） て っ つ た ，す な わ ち ．イ ネ 手i花

豺 ニ キ ．ス ， 対す る 掻砿 反応 二・｝ 勺尺応 で ；
・
ま ，

一
般喘

1．三脚，

児は P‘ 廉 了
一こ 比 L て H：］ら か に h か つ た ．

　 4）　 　．一 昌 一
る喘 息発

fDII ・．乙．と氏
tg
反Lと5ず iこ率と の

　 緜

　 Pl
「

「
；，
’
：三患レ ll各を ，8 月 ド儲か ら § fis上 i丿 ．発ri：の 塩 と．

し ナニ者 と 増忌 せ ぬ 壱 つ 2 群 こ 分
圏

て ，皮，」^ L ．の 顕 臼 が

2e．1PNU 加 i以 上 の 者 ¢ 削 合 を ユ
．
ヒベ モ1 と ，前者 で は 30名

llの 誓 76、6絮 ），髮者 で は 上1名中 8 名 （72．7弩
．
） で あつ

た 、了 ナニ，　両 群 に
’

い て ，皮内 1∠応闘疸 が 2．911’NUI
’
nii

以 上 の
．
菖の 」 自を比

〆
」 と，．．．看で は 3D各 i」IO名 （33．3

％ ），ir者 て ，よ11 名中 ユ 名（ 9．1弩〕で あ つ た ．二 れ り を

通 LT る と ，
　 IJE；，の 喘 息発洋 の

’
曽葱 1こ つ い て ， イ ネ 花粉

は そ の
一

囚 子と して 挺 疋 さ れ g か ．同   ，一，こ れ 以外に

も因 ．
『
）あ る 二 とが ｝ 隊 さ ll．k う 、

　 5＞　 」曹惑fl≡抗 休

　 綻練   嗣
： イ ネ 花iv・＝ ・1・ス に り す る ； 内反応閥 瓶1 が

29 ，IPI　
’
L：

，
’ml り ト：の 6　1の ．害 ／l−　S，＋ 力 翔   た．

　 a ） PK 反応 は 6 名の 患者 血 t」 に こ と ご とく陽 1．
’
1で ど、

つ た ，な お ，：
’
　FVIと した 捷康 諏 血沽 と56℃ 、4 助 F『鵯爵 1

臨 汀は ，い す、fL も陰性 で あ つ た ．

　 b ） ln 、ivo 簪 異 齢中和 叭 験 ｝こ お い て は ，上 遥 の 6 名

の ぜ 者寵 清 は 1 イ ネ 花竕 エ キ ス ζ ・よ る 1 −？ 回 の tii ・lt，，S・．

験 に よ つ て こ と ご と く特 、．；IJに 中 和 さ隶 た ．

　 c ） 皮崢 固着試騒 は ，6 名 の 患 7 血 鵜 の 被動性移 入 俵

2 日 「1．4 日 H ，6 口 U に 密な つ た PK 反応 で は ・二 と こ

　 レ ！ r　尋　 活 ．βへ’、 t−
　 ＿　 　丶　卩「　 　 　 　 t 　 ，戸　’　「一゚

　 し1上 の 事実 か ら，喘
自 亀裏 ［ゴ1乱1．、中に イ 率 花Y．）Tこ 穀す t」

庚 膚感
「T−rt，．体 の ♂r：Vl ，

一
夕る 二 とを 知 参得 ≠こ ．
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30−（914：’ 小 児 気 管 支喘息 の ア レ ル ガ ノ 診 断 三 特 異療 法 に 関 す る 研 究

　 G）　扱 入 誘発試 験

　
『

艦 喘 息者の うち ，イ 不 fと紛 エ キ ス の 皮内 反応閾値 が

291PNU ！m1 上ユー廴二の 者
・16伊凄と｛建康学：童 5 ｛蝿｛こ つ い て 吸 ノ丶

誘発試験 を 行 な つ た ．そ の 錯果 ，前 者 に お い て は 161ダ：拑 r

13例（81％），皮内反 応閥伯：が 29，IPNU ／tnl 以 t の 者 の み

に 誘発 を 認め た が ，後者 は 全 例陰性 で あ つ た ，

　誘発陽｛生時 の 抗原濃変は ，13例中 12倒 に お い て 皮内反

応陽件闘値濃変以 Hで あつ た ．

　誘発反応 で は ，早期反応，晩期反応 が 区 別 され た ．

　 イ ネ は 各 地 IZSsい て ，広範照 ｝こ戟培 ざれ て お ウ ， その

花粉 の 飛散量 は ，特別 な地域 を腺 い て は メ ヒ シ バ ，ス ス

キ な ど の 秋 の イ ネ 科植物 に 比 し非 常 に 多い と想 わ れ る。

そ れ ゆ え，初秋の イ ネ花粉の 飛散期に
一

致 して 喘息発 作

の 増悪す る 気管支喘息 に あつ て it，イ ネ花粉 は ，吸 入抗

原 の 1 つ と して 必 ず検査さ れ るべ き ア ン ノL ゲ ン で あ る と

思 わ わ た ，

　 不 論 文 の 要 旨 は ，第 1 図 ヨ 本 ’；・児 科 学 会 秋 季大 会

（IS68年 9 月），第 18回 r 広 ア レ ・1・ ヰ   学 会 （］9〔ve“IL　11　．ff），
2nd　Internatlonal　 SymPOIium 　 Qn 　Pediatrlc　 Allergy ，

（Me 謡 co 　City，　December ，　1968）、　First　 Asia　Paci　fi　c

Congress　on 　Diseases　of 　由 c　Che ：t （Kyoto ，　 Ju】〉・，
1969），　お よ び 第 上9担」日 本 ア レ ル ー t 一

学 会 花粉 シ ン ポ ジ

ウ ム （1969 年 11 月）に 発 葦…し た ，

文　献

i）荒 不 英 畜 ： 花粉症 の 研究，1 ．空 中 花 粉 の 季 篤

　 的 変 動 ．ア レ ル ギ
ー 91 　648−655，

1960．
2）幾 瀬 マ サ ，蜘 藤 愛 子 ，佐 渡 昌 子 ： 空 中 篶 散 花 粉

　 に
一
：〉 い

セ
ご ．　右毳物 憂耳究 離 誌　37巻　2　号，　33−43

，

　 1962．
3）降 矢 和 夫 ； 花粉 K に 関 す る 舐 究 ．相 模 原 市 に お

　 け る 空 中 花 粉 の 調 査 歳 績．　ア レ ル ギ ー　16，277

　 −288
，

1967．
4）信 太 鋒 夫 ，宮田 　亮，松 lu 隆 治，我 妻 義 則 ，小

　 崎 秀 夫 ： 花 粉 症 の 研 究 第 1 軽 ，札 ce
’
tl”に お け る

　 牧 草花 粉 症，ア レ ル ギ
ー 17、97−1 8，196S．

5＞我 妻 義 用，孺 太 降 夫 ，宮 田 　亮 ．勉：山 隆 治 ，今

　　 村 光 男 ，伊 藤 沿 司 ； 花 粉 症 り 厨 究，第 2 報 　札

　　 軛 甫 に お け る 空 中 花 粉 飛 散 状 況 の 楡 崇 成 績 ，ア

　 　 レ ・L・ギ ー
　18、　56−69 ，　工969 ，

6＞堀 ：」 申 作 ，高 LLI 哲，長 谷 jll誠 ，斎 藤 洋 三 ： 東

　　京 地 方に お け る 4 年 問 （1964−1967年 ） の 空 中

　　花 粉 調 査， 7 レ ル ギ
ー 17，499，均 68．

7）伊 嚢i和 彦 ，岩 倉 　隷、森　 明 ．争 藤湾 隆 ，臼

　 　 坤鑓頁三三，　墨〜部 治 良弓し欠，　峯彡浦 義 徳　： 愛 知 県
．
ドの 空

　　中 花粉 状 渥 に つ い て ．ア レ ル ギ
ー 17

，
228，

　 　 1968．
8，； Preliminary　report 　 of ！he　Natlonal　 Pollcn

　　 Survc・Y　Comm 孟ttee 　of 止 e 　American 　 Acaden 》
・

　　 ofAtlergy 　o 卍l　Pr〔｝posed　sしandardiratiQn 　ofponen

　　 cOUnt 画g　rechniques ．　J．　 Allergy　17，178− 180，
　 　 194も，
9〕幾瀬 マ サ ： 日 本 植 物 の 花 粉 ．広 川 書店，1956．
10〕堀 口 申 作 ， 粛 藤洋 二 ： 栃木県 凵 光 地 方 に お け

『
る

　 　 ス ギ 花 粉 症 japanes〔・Cedar 　Pollinosisの 発 見 ，

　 　 ア レ ル ギ
ー 13116 ＿ヱ8，1964，

1｝〕我 妻義 璢，猛太 隆 夫，松 lliva治 ，宮 田 　 亮 ，伊

　　藤浩 司 ： 花粉 症 の 研 究，第 3 報 ，札 幌 地 方 の ヨ

　 　 モ ギ 花 粉 症． 7 レ ル ギ
ー 18，980−99G，1969．

12＞福 ロ 中 作，棄 藤 洋 三 ，高山 　哲 ．長 谷 川 識 ．i 藤

　 　 1男 子 ： 丿’ ナ ム グ ラ花 粉 症 症 1’1ア レ ル ギ
ー 17．

　 　109−113，ユ968、
｝3｝信 太 隆 夫，降 矢 和 夫 ．水 野 勝 之 ： コ：

一ラ 属 花 粉

　 　喘 息．ア レ
・レ ギ

ー 18 （臨 時増 刊 号〉，95，1969．
M 〕　Sangiorgl

，　P・；　（：）b5ervatio童1　0f 　pollinosis　hl

　　L 〔川 聖ba 聖
・dia　in　the 　last　three 　yeaごs

，
　part　II，

　cited

　　by　し 　じ nger 　in　Bronchial　Asthn ）a，　 pp、　 Co ［．

　　Charles　C ・Thomasr 　Springfield，　IMnol ．s丿19　・i5、
15） Coca

，
　 A ，F，　 Walzer 　 and 　 Thommcn ，　 H ．A 、：

　　ASthm “ and 　hay　fever　in　thcrapy 　and 　practice ，

　　Springfield　 匿　CF，arlei 　C ．　rhOmas 　publisher

　　］931．cited 　bア Ifarry　M 、Albertirt　from　Fundm 巳
一

　　ntiai ｛of 　modema 】iergy　P− 1931．dtcd 　by　l　1a−

　 　rllay 　P 1，　Albertin 　frOnl　Fundamen しals 　or 　 Inod ．

　　orn 　aHergy 　p−】go、　edited 　b｝
・Sa コl！ueL 　J．　 Prigal，

　 　McGraw ・HiH 　 Book 　 Co ，．　 New 　 York ．　
Frl・

ortto ．
　 　London ，1960，
16）安轢　格，高 井 俊 夫，芦 沢 幸 子，山 凵 史 記 、上

　 　野 成 チ ，伊 藤 愛 子 ，勝 広 カ ツ 子 ，幾 瀬 マ サ ，住 渡

　　呂 子 ： 大 阪 地 区 に お け る 空 中 麟 散花粉 の 分析，
　 　7 レ ’レギ

ー 15．1〔）08−1009，ユ966．
17）杉 団 和 春，降矢和 夫 ； 花 粉 症 の 研 究， 1 ．ブ タ

　 　ク サ 及 び カ モ ガ ヤ に つ い て ， ア レ ル ギ
ー 13，

　 　19−23，　1964，
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ABSTRA()?'S  OF  ORIGINALS

                            Patholo.u,{cal STudies  of  Bronchial .Xsthn]a

                      
-"'ith

 Rei'erence to Pathomorpholog. ical 1?inding.s--

                                        Akiko Mue

                Dc･pt. of  Patho}egy  I, School of  SIediclne, Iwate NIedica] IJ'nivei'sity

                              C.1)irecter: ProtL Kanichi l'aga-'al/,

    On  the  purpose  ofclucidatlng  the  pathogencsis  and  mc'chanism  of  asthmatic  attack,  13 autopsy  cases

of  bronchia]  asthma  st'ere  eNamir)ed  pathomor'pho]ogically.  Of  these  casf=s,  7 died of  asphyxy  during asth-
matic  attack,  3 died ofthe  various  complication  durin.-cr attack.  a"d  :] died ef  the  cK]casional  accidcnt,  not

directly rclated  to broTichial asthma.

    The  common  morphelogical  changes  observed  in 10 cases  died duriitg attack  }ve]'e  as t'ollows:

    1> Bronch{al contracture  (hy'pertrophy and  conTTaction  of  bronchial sTnoolh  musclc  and  fold-like

prominence  ef  mucous  membrane').

    2) )'fucous hypersecretion  ({he h}'pcrti'ol)hy and  proliferation of  mucous  gland.  muceus  p]ugging
in bronchial lunien, ftfid  geblt':t celt-like  t'orniatien  eE' bro={'hia! epithe}i"m),

    3:: Infilt:'aTion of  eosinophilic  and  round  cells.

    41)･ H>,alinous thickenitig  of  basernent int'.tnb]'ane.

    5)] Emphysema,

    6) Hypertr'ophy  ot' brortchial artery.

    7}･ Swel]in.u. of  gang.lien cells.  and  irregular runnlntt'  and  scleretic  chang.e  in the processes and  ner','e

flbers.

    These findings were.  inest  consplcuoLis  in the  se.gmental  brunchi.

    In S cases  died during withoui  artack,  l) 2) and  3) of  them  v'ere  not  predominant.

    From  these  pathomorphological  findi".us, it mi.g,ht  be concluded  that  thc  bronchial contracture  played
rhe  essential  rolc  in asthmatlc  attack,  and  morphg}ogical  changes  ofpulmonar>,  ttutonon]ic  nerve  was  cen-

cerned  with  asthma{ic  atLack,  
rl'he

 direct cause  of  asthmatic  deaTh "'as  proved  to be thc asphyxiation  in-
duced  by  bvonchial  contracture  and  also  muceu$  pluggin.., but Ihe  atrephy  ei'  adrenal  and  pltuitary gland
seerried  to be concerned  in it to large extent,

                           Studies on  Bronchial Asthma  in C'hild)]ood

                                  IXJ, Ricc Pollen Asthma

                          Teshisada  Kiniura  and  Tatsuo  AtaLsun)ura

                 Department  G{' PediatFics, Gunma  Unix,ersity School of  )r{edicille

    A  patient with  brenchinl  asthn]a.  "'1]o  1]ecame fi'ee from attack  for several  months  after  desensitiza-
tion  vvith  house dust extract,  g. ot  nearl  y ['atal attacks  on  eariy  Septcmber, This case  stimulated  the  authors

{o study  on  the  allers]enicity  of  ricc  poilen tu causc  asthma,  because it was  .lusr the  flowering  season  af  the

rice  when  [his patient suddenly  .aot  severe  artack.  In  order  to determine  the  velationship  between  bron-

chial  abthnia  and  rice  potlttiL. the  l'ollo:,v;ng investi.eation was  carried  our,

    Scratch test w'ith  rice  pollcn extract  lt'as  positlvc in 10 out  of  67  asthma{ic  ehildren  {. 14.9e,6), "-hile

it was  negative  in l64 healthy childr'en.  On  intracutaneous  testing.,41  of61  asthmatic  children  (67.290

NII-Electronic  



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  of  Allergology

69-C953)

showed  a pusitive respunse  "'lth  :]9. 1 PNUi'ini ol' t'ice  po}len  exLract.  Ori lhe  other  hund,  .l  of  164- healthy

chiidrcn  t/2,4'/,,,,) sho"ed  posttive response  M,itl', L)9.1 Pl,X'U'･f'nil, T'he I'K test ",as  successful  in all ofsix

cases  Sn "'hich  the  test was  pei'f'ormed, iXs  a  provocative  tcsi, a  re{lu{rtion  iii i"EN'i,o of  1 5 per cent  or  more

and,･'or  asthmatic  s>,inpteins  Ce' .c. wl]eezillLtJ,･  were  considered  pos:,tive, As  a  i'esult,  13 out  of' 16 patients
utilized,  all  reactnd  positix.ely to  ric(,' pollen cxtract  admifiistcrcd  bx, inhalatioll,

    Frorn  these  resuit,  iL is concluded  that vic;e  pollen  is ene  oi'the  major  autumnal  al:'ergens  in bronchia}
asthma  in Japan,

                         Studies on  lhc  XVcstern Red  (Iiedar Asthma

                          (S)), .St  Rescarch hy Iriquir>, in O'umc  City,

                1'okvo  und  the  lnhalation '1'est with  
tLNezu(:o=tth'

 to  the  f'SLsthrna                    t

           TakRo  Shida*,  Kazuko  Mlmaki*,  Nae..hi Sasaki* "', Yoshimiki  rNlakagawa***

                        Ohttki }tattori"** and  Tatsushi Ishizttki"**"

                       
*Sagamihat'a

 Natioiial Hospital, Allerg:, C'entev

                                 **Oume  Health  Center

                      
***Dept,

 of  IIea]th, 7'okyo  rs.tunicipal Gove. rnment

                    
****DepT,

 of'  Parasitology, Natiaonl  Instiuite oi'  }'Iea]th

    Occupational asthma  due to  "'estern  red  ccdar  saw-dust  "'as  ibund amorig  the woodwDrkers  in the

saw-mMs  in Oume  Cit>,. Tek}.o. T'he incidei]ce of  saw-dust  sensitive  individuals  was  29.27･//, aBd  that  of

asthmatic  parients  was  16,995 oi'65  vvorkers.  
'I'he

 incidence of  asthma  in Oume  ;L'as  higher than  that  in

Kanuma  Cit}r ivhieh  wtts  prex,iously sho}N'll  en  the flrst report.  Thc  difllercnt ratc  bcth,cen t"･o  clties  w'as

thought  due to  inadcquatc dust-adsorbing er.tuipments  of  rhe  sa"'-miils,

    One  asthrnatic  patienL was  ayailable  to the  provocative inhalaliun  ef  the  ",atev  extract  ur  the  wood-

dust itself and  thc  subcutancous  in.iection･ of  thc  watcr  cxtracl,  Hc  dcvclopcd lhc  iirunediatc as  yvell  as  thc

late reaction.

    Nezucolle is mic  of  thc  cssentlal  oils  of  thc  wcstcrri  red  cedar.  having its particular fi'agrancc. Four
of  5 asthmatic  paticnts scnsitivtt  to the  saw-dust  occured  an  asthinat!e  attack  by  the  St]halation of  this oil.

TM,e asLhmaLlcs  whe  were  censidered  tl'tat they, had  nes.er  beeii exposed  to thc  "'eszcrn  ved  cedaT,  also  de-

veloped  an  asthmatic  attack  by the  inhalation  oE'thesarne  oi1,  Theivater  solnble  c:nmponent  mightbe  spe-

cific  lo  the  cleiiclopnient ot' the  asthma,  but the  oll  compei]ent  might  play  as  a  non-specific  im'itant.

                 Immunslugict'a!  Studie$ ot'  Cornmevcially Ax.ailable Silk Antigen

                  Tcrumas'a  Miyarnoto,  Katsuyuki  Mizuno  and  

'l'suneke
 Saito

          Dept,  of  Physical  Therapy  &  Medicine,  University  of  Tokyo,  School  of  Medicine

    Silk extract  was  filtrated throug.h  sephadex  C;-100 and  DEiXE  cellulosc  column  chromatography

C'stepweise and  gradient: . Each  eluaic  vtas  tcsied  ag'ainst  rabbit  anii-siik  scrum  1'or precipitating antibody,
and  skin-testcd  against  sllk scnsitiN,c s-lijccts, 

'l'herc
 "･cre  no  closc  cDrrelation  betwcen antigenic  sites  fot'

pvccipitating  antibody  iu vabbit  and  i'or sl{in  s:nsitEzirig.  antibody  in hu:nan.  Al'Ier treatment  with  TCA,

there  werc  no  reductlen  of  antig.  enic  potenf>: in :hkin testing  against  human,  althouttli  precipitating t'eaclion
"'as  completely  abolished.
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